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はじめに 

日々の診療データの一部をご紹介させて頂き当科の今年一年のサマリーとさせて頂きます。 

当科はリウマチ難病を対象に診療させて頂いており、多忙の中にも充実した一年であった。

脳神経内科を併任しておられる吉田剛先生と私で主に担当し、総合内科の中山修一先生と非常

勤の近澤宏明先生の専門医 4 人が診療に参加した。また、聖路加国際病院から斉藤優奈先生が、

高知大学から、岸本浩一郎先生、澤村大造先生が研修に参加して頂き、当院の若い初期研修の

先生方も勉強して下さり、楽しくもあり嬉しい一年であった。ER からの搬入以外に、県内外

を含め遠路からも一日平均 5 人の患者さんを当科にご紹介頂き有難うございました。内科医、

整形外科医を含め医療連携施設の多科にわたる多くの先生からご紹介頂いたことにまずこの場

を借りて御礼申し上げます。 

 

診療の実際 

リウマチ・膠原病の患者さんの病態は個々異なっており、また、希少な病態の合併もあるた

め十分な準備も必要であり我々には日々の研鑽が要求される。 

 

図 1.2. 生物学的製剤・Jak 阻害剤の使用量の推移 

 

毎年お示しているが、リウマチ診療に必要な生物学的製剤や Jak 阻害剤の使用量の推移で当
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科の仕事量をご理解頂きたい。これらの治療適応の患者さんはまだ増えており、寛解で中止し

て頂く患者さんも結構増えているが未だに右肩上がりである。当該科の診療は症例も多岐に渡

り、アンメットニーズは決して減らず、現実的に現在もなお当科は発展途上である。関節リウ

マチでも治療薬が新たに登場し、効率の良い診療が可能となり、患者さんの予後も間違いなく

改善はされている。しかし、一方では ADL を損なう程の痛みが症状として残り、治療抵抗性

関節リウマチ(difficult to treat RA, D2TRA)とされている病態がある。線維筋痛症の合併も含

めて、病態の診断や治療法など、まだ難しい問題が周辺には他にもある。また、当院でも吉田

先生を中心に取り組んでいる当院脳神経内科と膠原病の学際的領域の痛み、痺れや難病の診療

も需要の上から見ても極めて重要であると考えられる。リウマチ膠原病の代表である SLE や

炎症性筋疾患、血管炎症候群など臨床病型により治療法は異なり、リウマチや難病疾患の治療

は内科医なら誰でもできる簡便な治療になるにはまだまだ程遠い。何れにしても当科でも研修

して頂いた先生方が育って活躍してくれるのを待ちたい次第である。 

皆さん方ご存じのことと思うが、COVID-19 診療で肺炎などの重症化予防にリウマチの治療

薬が役立ったり、COVID-19 に感染或いは予防接種後にリウマチ・膠原病が誘発されたりと、

我々も感染と膠原病との関連性を多く実感させられた時期でもあった。過剰な免疫反応を抑え

る際に用いることができる当科の治療法は、今の with corona の時代にはコロナ感染症のパン

デミック前とは少し使い方も変わってきている。 

 

最後に 

当院の地域医療支援病院という診療上の立ち位置より、概ね落ち着いた患者さんや遠方から

通院されておられる患者さんは患者さんの同意を得て積極的にお返しするようにしている。と

はいえ治療の厄介なリウマチ膠原病患者さんは別として、患者さんの当院へ通院のインターバ

ルを開けて定期的に通院して頂くことも考慮している。何れにしても高知県の医療事情は厳し

く、喫緊の課題として地域の先生方と一緒に患者様を支えていく体制を構築しておく必要があ

ると考えている。 
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